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研究成果の概要（和文）：　日本の教師の入職から退職までの期間のキャリアの発達課題を検討した。平成28年
までは主に発達課題とその失敗による危機を幸福度やストレスの状況を意識しつつ調査・検討した。平成29年度
以降はそれらの発達課題・危機が年齢や経験に基づいたキャリア発達段階により質的に変化することを踏まえ，
発達段階に関する基本的議論に重点を置いている。
　平成29年度中に中学校・高校教師の視点から見た６段階の教職キャリア発達段階仮説を提案した。その上で小
学校教師の視点から見た６段階の教職キャリア発達段階仮説の修正議論も行った。現在は調査研究を踏まえた養
護教諭の視点からのモデル修正の議論を行っている。

研究成果の概要（英文）：　We studied the developmental issues of Japanese teacher's careers in the 
period from the entry and retirement.Until 2016, we investigated and examined developmental themes ,
crisises , happiness and stress.Since 2017, emphasis is placed on basic discussions on the 
developmental stage among Japanes teacher's. 
 In 2017, we proposed six stages of teaching career development stage hypotheses from the viewpoint 
of junior high school and high school teachers.And, we also discussed and revised the six-stages of 
teaching career development  hypothesis from the viewpoint of elementary school teachers.Currently 
we are discussing model modification from the viewpoint of "Yougo teacher"(nursing teacher) based on
 research research.

研究分野： 教育経営学

キーワード： 教職キャリア　教師の発達課題　教師の発達段階　発達課題と危機　教師の幸福　教師のメンタルヘル
ス
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究企画の申請を行った 2015 年中旬は
いわゆる「馳プラン」による中央教育審議会
答申『「これからの学校教育を担う教員の資
質能力の向上について～学び合い、高め合う
教員養成コミュニティの構築に向けて～」』
(平成 27 年 12 月)公表前である。教師の職業
生活全体を通じた成長・発達だけでなく健康
や幸福を包括して「教職キャリア」の理論的
枠組みを提案する社会的意義があった。教職
キャリアのモデル提示は科学的根拠の蓄積
の上では未だなされていない。特に中長期の
キャリアを考える上での分析方法が発展途
上である。一方でストレスや精神疾患の予
防・対策論についてはすでに量的研究も多数
蓄積されており，その背景を踏まえて教師が
“健康に”そして“職業上の活躍や職務の充実”
を展望することを議論のスタートとした。 
研究企画申請時に教職経験を有する研究

者である藤原忠雄(研究分担者，兵庫教育大学
教授，元高校教員)と清水安夫(研究分担者，
国際基督教大学上級准教授，元中学校教諭)，
長谷守紘(研究協力者，愛知県中学校教諭)が
協議して設定した「６段階の教師の発達課題
仮説」の提示を行った。その教職経験者発の
仮説検証が研究企画の中心である。 
 
２．研究の目的 

2015 年頃の研究と教育政策を背景に教職
キャリアの職種・職階や経験年数などの違い
も包括できる総合的な発達課題理論を提示
することを目的とした。そのために「６段階
の教師の発達課題仮説」を検討した。ここで
いう“総合的”とは“健康・ストレスや幸福，
職業・私生活の充実といった諸々の目的変数
のいずれかを大きく損なうことがないよう
に可能な限り両立して確保する視点”を意識
している。その上で，４つの視点を設定した。 
(1)学際的批判を受けたモデル改善 
教育政策や教育行政(人事や教育センター

の研修等)，学校経営，教師個人の自己管理・
支援(キャリア発達や職業・私生活の両立等)，
臨床心理学(病的状態の予防・治療的対応等)
の学際的視点からの批判を受けたモデルの
改善議論を公開の場で行い記録する。 
(2)学校・教師の文化・価値観への配慮 
 学校や教師個人の文化・心理の仕組みを踏
まえ量的検討で“ストレス予防”以外の職業
生活に前向きになりうる目標を探索する。 
(3)中長期キャリアの測定方法の探索 
量的検討では把握が難しい，中長期の職業

生活の「今まで」と「これから」を測定する
ことができるか方法論を探索する。特に面接
を通した支援に長じている臨床心理学研究
者が検討を行う。特に急速に発展している描
画を通した分析手法(TEM やライフラインさ
らに聞取り内容のチャート化)に注目した。 
(4)最低限の健康確保方法論の探索 
 特に「高ストレス」や「高疾患リスク群」
の教師の実情に注目する。ストレス問診・電

話相談サービスを行う民間企業への聞き取
り調査等を通してストレスが深刻な教職員
の現状を整理し，最低限の健康確保からみた
キャリア発達課題を議論する。 
 
３．研究の方法 
(1)学際的な批判の収集 
 清水の主導で日本学校メンタルヘルス学
会第 20 回大会機関誌編集委員会主催シンポ
ジウム「学校メンタルヘルスに関する問題点
の国際比較」(2017 年２月)にて「６段階の教
師の発達課題仮説」のモデルを提案し批判や
修正に関わる議論を得た。また，この機会で
フロアーから協力者を得て養護教諭や小・高
校教諭ら研究協力者を得た。さらに，日本学
校メンタルヘルス学会機関誌『学校メンタル
ヘルス』において投稿掲載が認められ，別途
紙面で会員からの批判受付の機会を得た。あ
わせて，小学校・教育センター勤務経験を有
する研究者や若手教育法規研究者・教育政策
研究者らより批判と改善余地の議論を受け
た (雑誌論文⑩等)。この他にも，2018 年５
月現在，複数の書籍出版企画や論文投稿審査
中であり，助成申請や査読意見を受ける形で
批判を受けたモデル修正の途上である。 
(2)学校・教師の感じる幸福・充実の検討 
 従来のストレッサーやストレス反応に関
する質問項目に加え，「去年の幸福度」と「今
年の幸福度」，経験年数，性別などを測定す
る有効回答 690 人の調査(教諭=519 人，管理
職=80，養護教諭=53，教育事務職員=38)を実
施した。幸福とストレスの同一性と独立性を
検討するとともに，これらを認知する背景と
しての教師個人や学校風土の状況を探索し
つつ，年代ごとのストレス・幸福の推移につ
いて検討を行った。 
(3)描画によるアセスメント方法の探索  
 量的には検討が難しい，個々人の教師の
「今まで」と「現在」，「未来への希望」から
なるキャリアについてできるだけ客観的な
議論が可能となるような描画の分析方法を
試行していくこととした。長谷が専門として
きた TEM と高田純(研究分担者，香川大学講
師)が専門としてきたライフライン法を用い
て幼稚園教諭と小学校教諭，中学校教諭，高
校教諭，養護教諭，特別支援学校教諭につい
てそれぞれ１名を平成 29 年度末までに聞き
取り調査を行い，描画分析を行い，論文投稿
中ならびに執筆中である。 
(4)労働者の健康確保に関する議論 
 労働安全衛生法改正に基づくストレスチ
ェックが学校単位で実施義務となり，その実
施を担う企業とその顧客(３市区町教育委員
会と２教職員共済組合)に対して高木が聞き
取りや実態調査を行った。その上で，他の公
務員(特に公安公務員)と比べての学校・教職
員の特殊性の整理を協力企業とともに行っ
た。また，教師の勤務実態やストレス，動機
づけ，幸福・充実などの先行研究をレビュー
し，これらの理論的性質と今後の分析課題を



一章として寄稿した書籍が印刷中である。 
 
４．研究成果 
(1)発達段階と発達課題 VS 危機の提案 
 教師の発達段階は，想定の６段階に加えて，
教員採用前を「０ステージ」とした「０＋６
段階の発達課題仮説」を 2018 年夏公刊予定
の藤原らの論文で提案した(図１)。０期の課
題は「教職に就くことへの希望」である。養
護教諭以外の教諭については採用以降，数年
ごとの区切りで「教職を一生の仕事にするこ
とへの安心」次いで「職務遂行の確実性」な
どの課題を提案した。また，ミドルリーダー
期においては「年単位の勤務先の課題をこな
すことへの自信」，「ミドルリーダーとしての
有能感」さらに「管理職を選択するか否か等
の定年までのキャリア展望に関する自己一
致」を設けている。定年を控えた期間は「自
己のキャリアを振り返った際の満足」とした。
なお，養護教諭は担任や職階制を有さないこ
とや女性教諭全般のワークライフバランス
は男性や管理職キャリアを通過する女性と
感覚が異なることが指摘されている。また，
教育法制研究者からは臨時任用も含めて初
任時のキャリアルートの多様性を考慮する
必要が指摘された。以上の視点から，発達課
題には主観的妥当性があるものの，量的検証
等の客観的妥当性の把握が必要であること
が確認された。今後，量的検証を行う際に，
ある程度冗長性を有しながら定義の明確な
発達段階(キャリアステージ)の区切りを議
論する必要性が確認された。 

 

図１．６段階の発達課題(雑誌論文③) 
 
(2)ストレス過程と幸福感は別概念 
 教師のストレッサー・ストレス反応と幸福
度に関する量的検討の結果，教師の幸福度は
一部のストレス反応と強い負の相関がある
ことが示された。一方で，幸福度は一部のス
トレッサーが原因となり向上することや高
ストレッサー・高ストレス反応群においても
感じる比率の高さが確保されていることが
示された(図２)。つまり，教師の幸福度は
“ストレスが高い状況で成立する場合”も
ありうる。そのため，“ストレスを抑制する
ことが教師の幸福を高める”とは一概に言え
ない一方で，“幸福度を感じるために健康が
危険な状況になる”いわゆるワーカーホリ
ック的な状況も想定されることが示された。
このことより，教師の発達課題を目指した中
長期のキャリアを考える上で，要注意要素と
してのストレスとは別に，前向きさを確保す

る上で有益な幸福度を高める工夫づくりが
有益であるとの議論を行った。このあたりの
議論は 2018 年度刊行予定の書籍に寄稿し，
現在校正中の段階である。 

図 2．高ストレスと幸福発生率(書籍印刷中) 
 
(3)複数の描画キャリア・アセスメント方法 
 臨床心理士である高田と長谷が各教職種
の経験者にそれぞれ６時間以上の聞き取り
調査を行った。調査協力者もあわせて議論し
た結果，キャリアの転機を考える TEM と健康
や幸福度をある程度数量的にはかることが
できるライフライン法のそれぞれ固有の性
質が認められた。また，キャリアの経験から
得られるソーシャルサポートや職能などの
獲得資源はTEMでもライフラインでも把握で
きず，チャートを描く様なエピソード整理の
手法も別途必要としている。状況を踏まえな
がらも可能な限りこれら３つの描画測定法
を併用ないし使い分けることが有益である
と結論づける議論の論文を執筆中である。な
お，作成した結果の１つを図３に記載する。 

図 3．ある養護教諭のﾗｲﾌﾗｲﾝ(雑誌論文印刷中) 
今後は数量化やデータの大量収集を可能

にする工夫が必要である。例えば，教員免許
更新講習や教育センターの研修で回答者に
も充実感を持って行えるような簡易方法論
化と一斉に分析ができる仕組み作りといっ
た規格づくりを発展研究に展望している。 
 
(4)ストレスチェック追加測定項目群の提案 
 平成 28 年度に実施となった労働安全衛生
法改正による「ストレスチェック」制度では
厚生労働省推奨の『職業性ストレス簡易調査
票』56 項目(または 21 項目)が示された。教



領域 要素

仕事の負担（量）
「非常にたくさんの仕事をしなければならない」，「時間内に仕事が
処理しきれない」，「一生懸命働かなければならない」

仕事の負担（質）
「かなり注意を集中する仕事がある」，「高度な知識や技術が必要なむ
ずかしい仕事だ」，「勤務時間中はいつも仕事のことを考えていかなけ
ればならない」

身体的負担 「からだを大変よく使う仕事だ」

職場の対人関係
「私の部署内で意見のくい違いがある」，「私の部署と他の部署とはうま
が合わない」，「私の職場の雰囲気は友好的である」

職場環境（物理的） 「私の職場の作業環境（騒音、証明、温度、換気など）はよくない」

仕事のコントロール度
「自分のペースで仕事ができる」，「自分で仕事の順番・やり方を決
めることができる」，「職場の仕事の方針に自分の意見を反映でき
る」

技能の活用度 「自分の技能や知識を仕事で使うことが少ない」

仕事の適性度 「仕事の内容は自分に合っている」

働きがい 「働きがいがある仕事だ」

活気 「活気がわいてくる」，「元気がいっぱいだ」，「生き生きする」

イライラ感 「怒りを感じる」，「内心腹立たしい」，「イライラしている」

疲労感 「ひどく疲れた」，「へとへとだ」，「だるい」

不安感 「気がはりつめている」，「不安だ」，「落ち着かない」

抑うつ感
「ゆううつだ」，「何をするのも面倒だ」，「気分が晴れない」，「物事に
集中できない」，「仕事が手につかない」，「悲しいと感じる」

身体的愁訴

「めまいがする」，「動悸や息切れがする」，「体のふしぶしが痛む」，「胃
腸の具合が悪い」，「頭が重かったり頭痛がする」，「便秘や下痢をす
る」，「首筋や肩がこる」，「腰が痛い」，「目が疲れる」，「食欲がない」，
「よく眠れない」

上司からのサポート

同僚からのサポート

家族・友人からのサポート

満足感
２項目

仕事や生活の満足度
・仕事に満足だ
・家庭生活に満足だ

仕事のス
トレス要
因

17項目

心身のス
トレス反
応

29項目

周囲のサ
ポート

各３，計９
項目

※考えられる今後の課題を３点。①「仕事のストレス要因」に私生活に関わるストレッサー(いわゆる「ワークライフバランス」が
少ない。②ストレス対処行動(コーピング)を「周囲へのサポート」以外フォローしていない。③OECDにおいて注目されている生
活トータルでの「幸福感」を充分把握しきれない。

次の人たちはどれくらい気軽に話ができますか？
　　　　１．上司
　　　　２．職場の同僚
　　　　３．配偶者、家族、友人
あなたが困った時、次の人たちはどのくらい頼りになりますか？
　　　　１．上司
　　　　２．職場の同僚
　　　　３．配偶者、家族、友人
あなたの個人的な問題を相談したら、次の人たちはどのくらいきいて
くれますか？
　　　　１．上司
　　　　２．職場の同僚
　　　　３．配偶者、家族、友人

『平成18年度文部科学省
委託調査研究』等，大規模
公刊統計，客観的多忙研
究あり。

いわゆる
「職業スト
レッサー」
に関する諸
研究

いわゆるス
トレス反応
に関する研
究

ソーシャル
サポート研
究(逆転，
職場対人ス
トレッサー
研究)

いわゆる「職務ストレッ

いわゆる「職場環境スト
レッサー研究」は多数あり。

いわゆる「バーンアウト」(BI，
MBI)や「総合的ストレス反

いわゆる「(知覚された)ソー
シャルサポート」研究は多
数あり。

師の職業ストレス研究は500近くを数えるが，
上記『職業性ストレス簡易調査票』を用いた
研究はあまり蓄積がなく，また，類似概念と
別の概念の整理がなされていない。そこで，
本企画に基づき今までの教師ストレス調査
の総合レビューを行った(図書①第一部)。ま
た，『職業性ストレス簡易調査票』と類似す
る教師ストレス先行研究類似概念と独自性
のある概念の整理を行った。『職業性ストレ
ス簡易調査票』では測定されていないが，あ
わせて測定することが有益といえる「教職員
職種にあわせた職務ストレッサー」や「幸福
感」，「職員室職場環境」，「地域・保護者対応」
等の簡易尺度の提案を行うレビュー論文を
投稿中である。以下の図４はその投稿中の論
文に添付した『職業性ストレス簡易調査票』
に類似する概念と独立性が強く追加を提案
する概念を整理した一覧表である。 

図 4．ストレスチェック追加尺度の提案 
(雑誌論文投稿中) 

 
(5)今後の課題 
 挑戦的萌芽性と学際性を意識して教師の
発達課題を検討した本研究企画は以下のよ
うな今後の課題を提示する。 
①発達段階の規定とその数量的検討 
特に，養護教諭と他の教職種を分けた段階

分けやモデルづくりが現実的である。また，
教師個々人が調査に回答することに強い抵
抗を持つ私生活の負担がキャリアに大きく
反映される状況も聞取り調査で明らかにさ
れた。発達段階やそれぞれの発達課題・危機
においてワークライフバランスにも配慮し
た発達段階ごとの検討が今後の課題である。 
②発達促進要因としての幸福度への着目 
教師には若干の生徒指導の困難さの認知

などがむしろ幸福度向上に有益であること
も示された。また，「今日は良い日だったと
思う日が多い」などの質問項目と幸福度は強
すぎる相関関係を有していた。これらから，
「幸福は『なる』ものではなく，『感じる』
もの」として捉えることもできる。その上で
幸福度を感じやすい地域教育経営や単位学
校経営をデザインすることでキャリアの前
向きさや職能開発が向上しやすい状況を設
定できる方向性が確認できた。一方で幸福を

感じるためにストレスが見えにくくなり，心
身が蝕まれるメカニズムも存在する恐れが
ある。“幸福度を感じ，ストレスを溜めすぎ
ない教育行政と学校経営，臨床支援体制”を
今後，数量的に検討することが課題である。 
③描画キャリア・アセスメントのデータ蓄積 
文章の質問にリッカート法等での数量的

回答を求め統計的な分析を行う調査法だけ
では，中長期のキャリアが充分に把握しえな
い。一方で，個々人が持つ固有のキャリア分
岐点での選択を把握できるTEMや幸福感の向
上・急落をエピソードごとに整理し現在の位
置を確認するライフライン法は質問項目の
尺度等では把握しにくい中長期の過程を測
定可能であることが確認された。今後はこれ
ら描画でのキャリア・アセスメントの結果を
データとして収集し，例えばキャリア分岐の
類似エピソードのカウントやライフライン
の幸福度・不幸度の面積の数量分析など，描
画や質をある程度数量データに転換し統計
的な議論をはかることが今後の課題である。 
④ストレスチェック制度の積極活用 
今までは研究の文脈で教師のストレスや

精神疾患リスクの測定がなされてきた。しか
し，平成 28 年度からは一定規模の職員数の
事業所でストレスチェックは実施義務とな
り，ストレス改善の経営を進めることが求め
られている。事業所は学校にも当てはまる。
時代は全職種共通のストレスチェックを一
斉に測定し，各職場からその分析や改善が提
案されるストレス改善実践の時代に変化し
つつある。全職種共通尺度を用いることは，
学校や教職員特有の事情に把握しきれない
部分が存在すること。また，公私生活の両立
(ワークライフバランス)やキャリア展望，幸
福度等などの「前向きに働く心理・態度」の
リストを提案したことが本研究企画の成果
であった。今後はこの学校特有の事情や「ま
えむきに働く心理・態度」をストレスチェッ
ク等の文脈で学校で実施し学校ストレス改
善の文脈で実践を進め報告していくことが
本研究企画の発展として重要である。 
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